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《目的》
乳房温存療法および乳房切除術後における寡分割照射法が通常分割照射法と比較して安全性ならびに
有効性の点で差がなく、利便性の点で優れていることを証明するためのアジア 1 か国の共同試験を行
っている。今回は当院の登録症例での急性期有害事象に着目し評価した。
《対象》
下記の基準を全て満たす患者を対象とする。①東京女子医科大学病院放射線腫療科にかかっている患者
②同意取得時点で 20 歳以上の女性③乳房温存術が施行され病理組織学的に乳癌であることが確定して
いる④原発腫療の広がりが tis 、t1 あるいは t2 である⑤披露リンパ節郭清術(センチネル生検を含
む)が施行されリンパ節転移数が 3 個以下であることが病理組織学的に証明されている
《方法》
温存乳房照射のフ。ロトコールに従い、通常分割照射群と寡分割照射群を比較した。高リスク因子ありの
例は、患側全乳房照射後に腫蕩床への追加照射を行う。高リスク因子とは、年齢 50 歳未満、服寵リン
パ節転移陽性、リンパ管・脈管浸潤あり、断端陽性か近接をさす。通常分割照射群は全乳房 l 回 2.0Gy
X25 回=総線量 50.Gy (:t追加照射 2.0GyX5 回 = 10. OGy) 、寡分割照射群は全乳房 l 回 2.7GyX16 回
=総線量 43.2Gy (:t追加照射 2.7GyX3 回=8.1Gy) をそれぞれ照射した。有害事象は CTAE v4.0 で評
価した。
《結果》
通常分割照射 15 例と寡分割照射 15 例を比較した。 T 病期は、通常分割照射群で Tis 5例、 t1 7例、 t2
3 例、寡分割照射群で Tis 4 例、 t18 例、 t23 例で、あった。照射期間は、通常分割照射群で 3-48 日(平
均: 40 日)、寡分割照射群で 2-29 日(平均 26 日)で、あった。急 J性皮膚炎の出現頻度とその経過は、通
常分割照射群は照射期間中に 0度 4例・ l度 8例・2度 3例、 l週間後までに 0度 9例・ l度 5例・2度 1例、
2 週間後以降は 0 度 12 例・l度 2 例・2 度 1例で、あったo 寡分割照射群は照射期間中に 0 度 4 例・l度 1
例・2 度 0例、 1週間後までに 0 度 10 例・ 1度 5例・2 度 0 例、 2 週間後以降は 0 度 1 例・l度 4例・2 度 0
例で、あった。
《結論》
寡分割照射においては 2度の急性皮膚炎の出現はなかったo 寡分割照射は、通常分割と比較して、現時
点では、急J性皮膚炎に関しては問題となる有害事象の頻度が低かった。
《考察》
寡分割照射の研究における本当のゴールは 5年後、 10 年後の長期治療効果と晩期における有害事象を考
察し、その有用性を証明することである。これからも研究を重ねていく必要があるが、寡黙分割照射が
アジア各国で標準治療になれば患者の負担をより減らすことができると期待される
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